
 

 

 

 

令和６年度 前期学評価アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。 

７月に実施した前期学校評価アンケートの結果と分析をお知らせします。結果を今後の教育活動に生かしてま

いります。 

 

◇実施期間  令和６年７月１日～７月１２日 

◇対 象 者  白河総合支援学校生徒・保護者・教職員 

◇方  法  ・アンケートフォーム（Forms）およびアンケート用紙にて回答 

       ・各項目の「適合度」を４段階で評価 

       ・「そう思う」「大体そう思う」を「肯定的回答」とし、「あまりそう思わない」「そう思わない」

を「否定的回答」として分析 

◇回 答 率  生徒 ９８％  保護者 ８９％  教職員１００％ 

◇分析結果  ・百分率で数値を表記 

       ・【確かな学力】【豊かな心】【健やかな体】【独自の項目】について、項目別に対象者別の回答を

比較分析 

       ・【服務】については、教職員のみの項目として分析 

       ・肯定的回答８５％以下、否定的回答１５％以上の項目は   で表示 

       ・昨年度との比較で、肯定的回答が５％以上の向上が見られた項目は   、肯定的回答が５％

以上の低下が見られた項目は   で表示 

 

 

【確かな学力】 

 この項目では、生徒が自分の目標を理解し、その目標に向かって学習に取り組めているか、また、達成度に

ついて評価できているか、目標に近づく姿が見られるかについて尋ねています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 多数の質問項目において、肯定的回答が８５％以上となっています。保護者の『子どもは教科の授業に満足感

や達成感を感じている』、生徒の『教科の授業で「できた」「うれしかった」ことがある』の質問項目においては、

他の質問項目よりも肯定的回答が低くなっており、生徒の『職場実習で「できた」「うれしかった」ことがある』

の質問項目も昨年度と比べて－５％でした。生徒が「できたこと」「頑張れたこと」など、自分の成果や成長に気

づき、達成感や充実感が得られるよう、ねらいや課題を具体的に伝え、生徒が自分自身の目標や課題を明確に理
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解し、「何のためにやるのか」という目的意識を持ちながら学習に取り組める環境づくりが大切です。合わせて、

生徒が自分自身の成長に気付けるよう、生徒の課題に取り組む姿勢や成果を即時評価することが重要であると考

えます。伝え方・提示の仕方・教材選択などを工夫しながら授業づくりに取り組み、生徒が目的意識を持って主

体的に学ぶ学習環境を整えることで、意欲的な姿を引き出し、達成感や満足感を感じられる授業が展開できるよ

う尽力してまいります。 

また、生徒の『一生懸命働こうという気持ちや職場で必要な態度が身についている』の項目では、昨年度と比

べて－７％となりました。自分を知り、自分と向き合い、自分の思う描く将来の姿を具体化していくことで、自

分のやるべきこと、身につけるべき力などの目標や課題が明確になると考えます。そして、進むべき道が見えて

くることで、主体的かつ意欲的に活動する姿に繋がると考えます。『キャリアカウンセリング』や『キャリアアド

バイス』の時間をさらに充実させ、自分の思い描く将来の姿の具体化に努めてまいります。 

 

 

【豊かな心】 

 この項目では、自己肯定感や自己有用感にかかわる内容について尋ねています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各質問項目において、おおむね肯定的回答が高くなっています。生徒の『自分はだれかの役に立っていると思

う』の質問項目の肯定的回答が５９％となっており、さらに昨年度と比べて－７％の低い数値となっています。

また、生徒の『家庭で決まった役割があり、実行している』の質問項目の肯定的回答は、７９％となっています。

一方で、教職員の『生徒が自己有用感を高めるため、「役に立ちたい」と思いを促すような活動を用意している』

の質問項目で９３％（前年度比－１％）、保護者の『子どもには家庭で決まった役割があり、実行している』の質

問項目で８６％（昨年度比＋４％）と、肯定的な回答が高なっています。誰かの役に立っている、貢献している

等、自分が有用であるという感情である自己有用感を高めることは、自分自身を認め、自己肯定感を高めること

に繋がります。生徒の思いに寄り添いながら、目標と役割を決め、行動や成果だけでなく、目標に対して努力し

た過程を認めていることを伝え、結果に関わらず生徒自身の姿を認めることが大切です。普段からたくさんコミ

ュニケーションを取り、生徒に寄り添いながら、それぞれの姿を認め、生徒自身が自信を持って主体的かつ積極

的に活動できる学習環境を作っていきます。 

 保護者の『子どもは自分から積極的に挨拶している』、生徒の『自分から元気よく挨拶ができる』の質問項目で

肯定的回答が７０％台とやや低い数値（昨年度比－２％）となっています。挨拶はコミュニケーションの基本で

あり、会話のきっかけとなることがからコミュニケーションの入り口と言われています。そして、円滑な人間関

係を築くための大切な行為であり、挨拶ができることは社会人に求められる大切な力の一つです。今後も挨拶の



大切さを伝えながら、日頃から挨拶を交わし合う環境を作っていきます。挨拶を交わすことの心地よさを感じる

ことで、自然と挨拶をする習慣が身につくと考えます。生徒会が主体となって『あいさつ運動』の取組を行うな

ど、学校全体で挨拶を大切にする意識を高めていけるよう、生徒と教職員が一つになって取り組んでいきたいと

思います。 

教職員の『学校のいじめ対策委員会のメンバーを生徒に紹介している』の質問項目の肯定的回答が７１％（前

年度比－３％）となっています。今後も生徒が安心して学校生活を送れるよう、学校のいじめ対策委員会の組織

を生徒に啓発し、教職員が一丸となっていじめを防止するために日々努めていることを伝えていきたいと思いま

す。 

 

 

【健やかな体】 

 この項目では、健康に関することについて尋ねています。 

 

 

 

 

 

 

教職員の『生徒に適切な食生活を送れるよう指導している』の質問項目で肯定的回答が８５％を下回り、前年

比－８％となっています。また、保護者の『子どもは朝ごはんをきちんと食べている』、生徒の『朝ごはんをきち

んと食べている』の質問項目も肯定的回答が７０％台とやや低い数値を示しています。働く生活を送るためには、

栄養や休養をしっかりととることは欠かせません。特に朝ごはんは、一日のはじめの大事なスイッチです。朝ご

はんを食べて、栄養を補給し、脳や身体をしっかりと目覚めさせるスイッチを入れることは大切なことです。朝

ごはんをしっかりとることで、体温の上昇とともに脳を活性化させ、「やる気」と「集中力」が出て、一日の活動

効率やパフォーマンスを上げることができます。また、生活リズムを整えたり、よく噛んで食べることで精神を

落ち着かせる「セロトニン」が分泌されたりと、朝ごはんを食べることによって得られるメリットが多くありま

す。今後も生徒が食事の大切さに気付けるように、教科の学習だけでなく、様々な場面で適切な食生活の指導を

行うよう努めてまいります。 

今年度より新設した『性と生』についての質問項目については、肯定的回答が教職員８９％、保護者８３％、

生徒９４％と比較的高い数値となっていますが、保護者の肯定的回答は８５％を下回っています。今後も『性と

生』の学習について、外部講師による授業を用いるなど、様々な角度からアプローチすることで、正しい知識を

持ち、自分の身体の成長について理解し、自分の身体を大切にする態度を育めるよう、継続して取り組んでいき

たいと思います。 

 生徒の『休日は趣味やスポーツ、サークル活動などに取り組んでいる』の質問項目は、肯定的回答が７１％を

となっています。また、教職員の『休日等に実施されている各種スポーツ、文化的催しに参加するよう促してい

る』の質問項目は、８０％（昨年度比－１０％）となっています。将来、社会人として仕事にモチベーションを

持って取り組み、会社や社会に貢献するためには、休日の過ごし方を充実させてことはとても大切なことです。

自分なりの充実した休日の過ごし方を見つけることで、ライフワークバランスを整え、質の高い生活を送ること

に繋がります。今後も趣味の幅を広げたり、好きなことに没頭したり、余暇を思う存分楽しめる時間が持てるよ

う、自己理解を進めて自分を知ることや、ICT を活用して情報を収集することなどを学習するとともに、様々な

ことにチャレンジする気持ちを育てていきたいと思います。 

 



【独自の項目】 

 この項目では、企業との連携、地域との協働を図りながら進めている学習について、および、情報モラルに関

することについて尋ねています。 

 

 

 

 

 

 

 各質問項目において、肯定的回答が９０％台の高い数値となっています。今後も、企業や地域と連携し、幅広

い学びの場を設定し、様々な場所、人、ものとのかかわりの中で、生徒がいきいきと学習できるよう、学びの環

境をデザインしていきたいと思います。様々な経験を通して、自分を知り、なりたい自分を想像し、目標を持つ

ことで、やりがいや使命感を持って活動する姿に繋げていきたいと考えます。 

 

 

【服務の項目】 

 この項目は、教職員のみの項目です。働き方に関することについて尋ねています。 

 

 

 

 

 

 『業務や会議の精選を図ることにより、勤務時間の縮減を図っている』の項目で、肯定的回答が昨年度と比べ

て２２％高くなりました。働き方改革の取組の成果が数値に表れていると考えます。今後は、教職員が心身とも

に健康で仕事に向かえるよう、“働き方改革”だけでなく“働きがい改革”を進めていきたいと思います。教職員

一人ひとりが“働きがい”を実感し、持続的な成長を果たせる環境を目指します。教職員が生徒の身近な社会人

のモデルとして、生き生きと働ける環境を整えていきたいと思います。そのために、“働きやすさ”と“やりが

い”を向上していけるよう、課題や改善点を見極めながら取組を進めていきます。教職員の日々の生活や教職人

生をウィルビーイングなもの（身体的・精神的・社会的に満たされた状態）になることが、教育の質の向上に繋

がると考えます。 

 


